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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

韓国 Nakdong 河デルタ地域においては、ここに厚く堆積する Kimhae 粘土に対する沈下・安定に関する設計が地盤

工学の中心課題である 1)。著者らは、Kimhae 粘土の強度・圧密特性に及ぼす試料攪乱の影響に関する一連の検討 2)3) 

を行ってきた。本稿では、これらの研究の一環として、同じ Kimhae 粘土に対して堆積方向からの供試体の切り出し

角度βを変えた一軸圧縮試験 UCT,Ko 圧密三軸圧縮 CKoUC と伸張試験 CKoUE,一面せん断試験 DST を行い、これらの

非排水強度を比較した。 

２．供試土と実験方法２．供試土と実験方法２．供試土と実験方法２．供試土と実験方法                                        表―１ 室内せん断試験の試験条件    

 供試土

は 韓 国

kimhae の

z=-(15.5

～ 16.3)m

から採取

した Ip=40 の乱さない自然堆積土である。有効土被り圧σvoは 154kPa である。この粘性土に対して行った試験条件

を表―1に示す。すべて JIS と地盤工学会基準 JGS に従って実施した。UCT、CKoUC、CKoUE には直径 d15mm、高さ h35mm

の S(Small)供試体を用いた。DST の供試体寸法は d60mm、h20mm と d30mm、h10mm である。これらの寸法の異なる供

試体の一面せん断強度特性に差がないことは別途 4)確認している。 

３．各種せん断試験結果３．各種せん断試験結果３．各種せん断試験結果３．各種せん断試験結果    

 図―1 は UCT の結果である。CKoUC, CKoUE, DST,標準圧

密試験 SOT による自然含水比 wn,湿潤密度ρｔ,SOT による

体積ひずみεvoの結果も併せてプロットしている。wnとρ

ｔは、チューブの刃先からの距離 Dsに関係なく、それぞれ

wn≒60～66%,ρｔ≒15～17kN/m3とほぼ一定である。しかし、

Ds≒600mmのｻｸｼｮﾝ So, qu, E50は他のそれに比べて小さく、

試料の乱れが大きいことを反映していると推察される。し

かし、Ds≒(50～400)mm の quはほぼ一定であり、試料の乱

れに対して同等な品質の試料と判断される。各種せん断試験はこの Ds の範囲の試料に対して行った。βが UCT の

応力σ・間隙水圧 uと軸ひずみεaに及ぼす影響を図-2 に示す。図中には各供試体のβ,wn, So, qu, E50, qu (90°)/ qu 
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図―２σ・ u とε a の 関係  
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図―１  一軸試験結果  

Test  Consol idation  ε ( % / m in)  Shear  condit ion  c u  Spec imen 
size(㎜ )  

UCT -  1  undrained qu /2  d15,  h35 
CK 0 UC CK 0   at  σ ' v o  1， 0.05 undrained qm a x /2  d15,  h35 
CK 0 UE CK 0   at  σ ' v o  0 .05 undrained qm a x /2  d15,  h35 
DST 3t-method 0.2(㎜ /min)  constant vo lume τ m a x  d30,  h10 
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(M pa) 
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○  0  62 47  93  4 .0  1 .0  
▲  30 62 38  82  4 .3  0 .88  
■  60 63 34  66  4 .8  0 .71  
□  90 61 34.8  63  4 .2  0 .67  
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(0°)の比 Rquをまとめている。βが大きくなると qu ,E50が小さくなっている。図-3 に Rquと Ipの関係を示す。図

中に示す破線は、Mesri5)によって測定された自然堆積土の三軸圧縮強度と伸張強度に対する曲線を再整理して得た

曲線である。Kimhae 粘土に対するプロットは従来得た日本の粘土に対する結果 6)と同様な位置にある。図-4 は DST

の結果であり、鉛直荷重σvcに対するせん断強度の比τ/σvcとσvcの関係である。τ/σ’
vcはσ’

vcが大きくなると

小さくなるがσ’
vc=154kPa(=σ’

vc)下のτ/σ’
vcは約 0.32 である。図-5 は CKoUC (ひずみ速度ε

．
=1.0%/min) の強度

増加率と Ipの関係を示したものである。図中には、土田ら 7)、丸山 8)の測定値と Skenpton9) が現場ベーン試験から

得た直線も示した。図―５に示すプロットは、Ipに関係なくほぼ一定である。そして、Kimhae 粘土も従来得た日本

の粘土と同様の位置にプロットされている。                  

４．非排水強度の比較４．非排水強度の比較４．非排水強度の比較４．非排水強度の比較    

 図-６に,乱れの程度の異なる供試体の qu と Soから推定した原位置の qu＊3)の半分 qu(I)*/2 に対する各種せん断試

験で得た非排水強度 cuの比 Rcuを pm/soに対してプロットした。ここに、pmは 2σ’
vc/3 としている。図中には従来

得た結果 3)も併せてプロットしている。Kimhae 粘土のプロットは矢印で示した。Ko 圧密三軸試験結果から求めた

cu(I)、CKoUC、CKoUC と CKoUE の平均値,DST による Rcuは、それぞれ 1.0,0.95,0.69,0.79 であり、従来得た日本の粘

土のそれらと同等の値である。また、Kimhae 粘土の Rqu=0.63 は、CKoUC と CKoUE の平均値とほぼ同等の値である。 

5555．おわりに．おわりに．おわりに．おわりに    

韓国 Kimhae 粘土の非排水強度特性は、英国 Bothkennar 粘土を含む日本の粘土と同様であると判断された。 
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図―３  Rq u と I p の 関係  
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図―４  τ /σ ’

v c と σ ’
v c の 関係  
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図―６  Rc u と p m/s o の 関係  
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図―５  c u /p と Ip の 関係  
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